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本日のスケジュール （18：30～20：00）

① 留萌市の財政状況 （総務部）
② 高齢者市内バス無償化実証実験事業（地域振興部）
③ 帯状疱疹予防接種助成 （市民健康部）
④ 産前・産後支援事業 （市民健康部）
⑤ 新交流複合施設整備基本構想(案) （都市環境部）
⑥ 水道ポータルサイト導入事業 （都市環境部）
⑦ 留萌高校の間口維持・確保 （教育委員会）

第１部 市からの情報提供

第２部 質疑応答

ご質問等がある方は、挙手をお
願いします
１問１答形式となります

アンケートにご協力を！

紙による回答を希望する方は、
お帰りの際、ご協力をお願い
します（会場後方記載台）



令和６年度第１回まちづくり懇談会

第１部 市からの情報提供



１）財政状況のポイントは？

２）借金はどのくらいありますか？

３）貯金はどのくらいありますか？

４）どのぐらい借金しても大丈夫ですか？

５）他の市と比べてみると？

目 次

留萌市の財政状況



１） 財政状況のポイントは？

①黒字・赤字

（収支状況）

１年間の収入と支出の差額

＝ 結果がわかりやすい

決算

③新たな財源確保

（ふるさと納税など）

ふるさと納税の拡充、民間活

力の導入で財政負担を軽減

＝ 市民生活の質が向上

施策の充実・基金残高

②借金

（将来の負担）

将来への影響が大きく、

急に対策することが難しい

＝ 負担がわかりづらい

借金残高・財政指標

１

④国の制度改正

（地方財政制度）

国の制度設計は複雑でわかりづらい

＝ よく考えられた仕組みでもある
地方財政計画

④は少し難しい説明となります

本日はここに注目！

②借金

（将来の負担）



③その他

18億円

9億円

23％

37億円

▶ 普通交付税の振替分
国が全額負担32％②臨時財政対策債

①過疎債

37億円

16億円

▶ 国から７割の財政措置
45％

実負担額

34億円

国の財政措置

83億円

一般会計の借金残高
（R5見込＝現在）

117億円

２） 借金どのくらいありますか？ ２

実負担額 TOP５

１ 道路整備 8.5億円

２ 学校施設 5.0億円

３ 公営住宅 4.3億円

４ 消防施設 3.3億円

５ 港湾整備 1.8億円

H26～10年間で▲26億円



財政調整基金

19億円
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一般会計の基金残高
（R5見込）

61億円

３） 貯金はどのくらいありますか？ ３

その他

6億円

※JR留萌増毛線撤去費用分含む

公共施設整備基金

21億円
8 
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留萌市応援基金

15億円
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H26～10年間で＋26億円



４） どのぐらい借金しても大丈夫ですか？ ４

国の健全化基準

25％未満

市の財政規律

10％未満> >

R4決算

9.4％
R3決算
10.9％

国の健全化基準

350％未満

市の財政規律

100％未満> >

R4決算

4.9％
R3決算
35.0％

Ⅱ）将来の負担 （＝将来負担比率）

Ⅰ）１年間の返済 （＝実質公債費比率）



この緑色の範囲が
市の財政規律
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５） 他の市と比べてみると？ ５

将来負担比率

実質公債費比率
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（単位：％）

将来の負担の大きさ →



①将来の施設更新に向けて、借金は減少傾向

・財政指標はあくまで現時点での結果

・労務費の上昇や物価高騰、借入利率の上昇が懸念材料

⇒ 借金の実負担と財政力の見極めをしっかりと行います

留意点

本日のまとめ ６

②財政措置のある有利な借金で実負担額を軽減

③財政指標に留意し、規律を持った財政運営



高齢者市内バス無償化実証実験事業

無
料

昨年より、さらに使いやすくなりました！

－１－



高齢者市内バス無償化実証実験事業

留萌市では、高齢者の皆様の日常生活など、
必要な場所に外出するためのバス利用時の
運賃の無償化を行っています。

【目的】

高齢の方の
・移動手段の確保
・外出支援
・健康・いきがいづくり

市内バス路線の
・利用促進
・維持・活性化

－2－



高齢者市内バス無償化実証実験事業

●昨年からの４つの変更ポイント

・対象者 ７５歳以上の留萌市民

７０歳以上の留萌市民

・割引額 半額 若しくは 免許返納者は全額割引

一律無償化

・利用回数 ６０回まで

上限無しで利用可能

・利用方法 回数券を１枚ずつ切り離し

乗車証を運転手に提示
－3－



●無償化の対象路線

注意
無償化は乗降とも留萌市内に限ります。市外にまたがっての利用は対象外となります。

➊市内中心部【全区間】

➋元町・春日町・三泊町方面
【留萌市立病院～三泊稲荷神社前の間の区間】

・幌延留萌線
・初山別留萌線
・羽幌留萌線

・留萌別苅線

➌礼受方面
【留萌市立病院～礼受の間の区間】

・留萌幌糠線
・留萌旭川線

➍藤山・幌糠・峠下方面
【留萌十字街～幌糠の間の区間】

高齢者市内バス無償化実証実験事業

－4－



高齢者市内バス無償化実証実験事業

●乗車証交付窓口

留萌市役所
【市民課 ・ 政策調整課】

はーとふる又は

対象者の方に乗車証引換証を郵送していますので、引換証を窓口に持参してください。
※代理での手続きには、利用される方と代理の方の２人分の本人確認書類が必要です。

●利用期間 令和７年３月３１日まで利用可能です
注意 ・本人以外は使用できません

・乗車証を忘れた場合は無料化の対象となりません

－5－



高齢者市内バス無償化実証実験事業

●利用状況【令和６年７月末時点】

内容 割合 内容 割合

対象者 1.52倍

申請人数 865人 21.2% 2,498人 40.3% 2.89倍 申請人数/対象者

利用枚数
（回数）

5,844枚 6.8枚 11,558回 4.6回 1.98倍
一人当たり利用枚数（回数）
※利用枚数（回数）/申請人数

割合積算

4,086人（R5.7末） 6,196人（R6.7末）

対前年
同月比

区分
R5 R6

40.3％

申請人数の割合

７0歳以上の対象者のうち 40.3％（2,498人）が申請。

バス利用の対比
（市内近郊線 1便あたり）

R4 
10.7人

R5 
14.0人

R6 
14.8人

－6－



人口減少による利用減

人手不足による運転手確保

限られた交通資源

住民ニーズ（利便性）

このギャップをどう埋められるか

地域公共交通の再構築

－7－



各種アンケート結果

１ 市民アンケート結果（対象：18歳以上の市民、1200人）

Q 交通の利便性が確保されている
と思いますか？

「あまりそう思わない」、「そう思わ
ない」を選んだ方の理由

自由記載における
意見・要望（抜粋）

64.9％の人が
「交通の利便性が
確保されていな
い」と回答。

２ 高齢者向けアンケート結果（対象：市内バス割引券申請者、300人）

Q 交通の利便性が確保されている
と思いますか？

Q 利便性が悪い理由は何ですか？
（複数回答）

バス便数

バス路線

・バスの本数が少なく不便

・通院後、バスに乗るのに2

時間以上待つことがある

・小型バスに替えてでも、便

数を増やしてほしい

・乗車時間が長い

・公共施設前にバス停が欲し

い（特にはーとふる）

タクシー

・足が不自由で、バスに乗れ

ないためタクシー助成もして

ほしい
79.2％の人が
「交通の利便性が
悪い」と回答。

－8－



地域公共交通活性化協議会

・乗る機会（乗り方）など・・・

・効率的な運行 ・バス、タクシー補完

・増便（時間変更） ・新たなサービス

・人員確保
課題にどう取り組み、地域に即した公共交通を考える

第1回（８月19日開催）

－9－



帯状疱疹予防接種助成

留萌市市民健康部



帯状疱疹とは

・『水痘（水ぼうそう）』に罹患すると、その原因である『水
痘・帯状疱疹ウイルス』が、生涯に渡り体内の神経節に潜伏感
染したままとなる。

・年齢が若いうちは免疫機能が高いこともあり、ほとんど発症し
ない。

・加齢などにより免疫機能が低下すると、潜伏していたウイルス
が再活性化し、帯状疱疹を発症する。

帯状疱疹を発症すると

・体の片側に発疹が帯状に広がる。強い痛みを伴うことがあり、
３～４週間ほど続く。

・一度帯状疱疹を発症した人でも、免疫機能が低下することで再
び発症することがある。『帯状疱疹は繰り返す』

・発疹が治癒しても、『帯状疱疹後神経痛』と呼ばれる長期間に
渡る痛みが続くことがある。根本的な治療法がなく、何か月、
時には何年も痛みが残ってしまう。

・帯状疱疹は、発症患者のうち５０歳以上で７割を占め、８０歳
以上では３人に一人が経験していると推定される。

１



留萌市の帯状疱疹予防接種助成の概要

２

・助成開始 令和６年４月から

・助成対象者 満５０歳以上の留萌市民

・助成の回数 どちらかのワクチンで一人１度限り

・使用するワクチン

※生活保護受給者については、自己負担無料。

・令和６年７月末における助成の状況

案内総数：１１，２３８人

乾燥弱毒生水痘ワクチン ３２３人

乾燥組換え帯状疱疹ワクチン ４３４人（うち２回接種者：１７９人）

接種者合計 ７５７人（接種率：案内総数の６．７％）

乾燥弱毒
生水痘ワクチン

乾燥組換え
帯状疱疹ワクチン

接種回数 １回
２回

（２回目は１回目の接種から２か月、
遅くとも６カ月以内に接種する）

自己負担額 ３，２００円 １１，０００円×２



帯状疱疹ワクチン接種を受けられる医療機関

３

各医療機関
乾燥弱毒

生水痘ワクチン

乾燥組換え
帯状疱疹ワクチン

住 所

川上内科医院 ○ ○ 錦町4丁目 （43－6451）

整形外科稲垣医院 ○ ○ 幸町3丁目 （43－3311）

たけうち内科循環器内科医院 ○ ○ 高砂町3丁目（42－8820）

西原腎・泌尿器科クリニック ○ ○ 花園町1丁目（56－1678）

藤田クリニック ○ 宮園町1丁目（42－1660）

留萌記念病院 ○ ○ 開運町1丁目（42－0271）

留萌セントラルクリニック ○ ○ 栄町1丁目 （43－9500）

わたべ整形外科医院 ○ ○ 栄町3丁目 （42－5011）

留萌市立病院 ○ ○ 東雲町2丁目（49－1011）

※接種を希望する医療機関に予約していただく必要があります。



産前・産後支援事業

留萌市市民健康部保健医療課



留萌市では4月から助産師を
会計年度任用職員として雇用
することができたため、保健
医療課、子育て支援センター
などの保健師、栄養士、保育
士などと連携し、産前・産後
支援事業を充実させることと
しました。

１



産前支援事業

産後支援事業
・新生児がいる家庭への訪問（必要に応じて助産師も同席）
・産後ケア事業の実施（新たに実施）
・乳幼児健診の実施（１か月児～５歳児）
・支援を要する母子への指導、助言
・子育て応援給付金の申請支援及び給付 など

・妊婦との面談（必要に応じて助産師も同席）
・母子健康手帳、父子健康手帳の交付
・希望する妊婦などへの保健指導
・妊婦健診、産婦健診、新生児聴覚検査受診券の交付
・出産応援給付金の申請支援及び給付 など

２



産後ケア事業

出産直後の母子に対し、身体の回復
や心のリフレッシュを図り、安心して
育児ができるように支援するものです。
留萌市では生後おおむね１２か月以内
の乳児を養育する家庭を対象に、通所
型、訪問型の産後ケア事業を６月２５
日から新たに実施しており、多くの方
に参加いただいております。

３



通所型事業「ホッ♡とママ教室」
・子どもとの遊びや抱っこのしかたを学び、愛着を深める
【ふれあい遊び抱っこ指導】

・親子のスキンシップをとおして、母子ともにリラックス
させる【ベビーヒーリングタッチ】

・産後の身体の使い方を学び、身体的疲労を和らげる
【骨盤ケア】

・月齢に応じた、哺乳や離乳食の大切さ、生活リズムや
歯に関する子どものお世話のしかたを学ぶ
【食・生活と歯のお話】

４



訪問型事業
希望があった際に、随時訪問し対応する。

・授乳に関する相談
・産後の身体に関する相談
・赤ちゃんの発育・発達に関する相談
・赤ちゃんのお世話に関する指導・助言 など

※はーとふるに来庁された際にも対応する。

５





庁舎名 建設年 構造 耐用年数
経過年
数

延床面積

市
役
所
庁
舎

本庁舎 Ｓ３７ 鉄筋コンクリート造 50年 62年 3,906.47㎡

分庁舎 Ｈ１１ 鉄骨造 38年 25年 959.98㎡

東分庁舎 S42
（Ｈ７改築）

コンクリートブロック造 41年 57年 504.96㎡

西分庁舎 Ｓ４９ 鉄筋コンクリート造 50年 50年 349.92㎡

大車庫 Ｈ ６ 鉄骨造 31年 30年 378.60㎡

施
設

社
会
教
育

中央公民館 Ｓ４８ 鉄骨・鉄筋コンクリート造・2階 50年 51年 2,512.19㎡

文化センター S48 鉄骨・鉄筋コンクリート造・2階 47年 51年 2,090.39㎡

スポーツセンター S４８ 鉄骨コンクリート造・一部鉄骨造・２階 ４７年 51年 2,688.64㎡

※ 庁舎、社会教育施設（一部） オレンジ色塗は移転対象
※ 経過年数は２０２４年４月１日現在

○ 留萌市役所庁舎（本庁舎）は建設後６２年、東分庁舎は建設後５７年、市道留萌通りを挟み西分庁舎
は建設後、５０年以上が経過。また、中央公民館、文化センターは建設後５１年が経過。

○ 外壁補修や屋根防水など施設全体の維持のため老朽化対策を実施。

○ 昭和５６年以前の旧耐震基準による建設のため、耐震性能の向上を図る整備の未実施。

○ 令和６年１月の能登半島地震や平成３０年９月の胆振地方中東部地震クラスが発生の際には、倒壊
や大きな損壊を受ける危険性と不安がある。

１



１ 職員で構成する庁内検討会議の実施 Ｈ３０～Ｒ１年度

２ 市民や団体代表を交えた留萌市公共施設整備検討会議の開催 Ｒ２～３年度
様々な意見や議論から、「新しい公共施設整備についての報告書（意見）」を受理

・ 報告書の内容

提案１ 「まちなか」における公共施設に必要な機能、役割について
基本コンセプトの実現に必要な機能が複合化した施設整備を行うこと
① 多くの市民が利用でき、自分のやりたいことを叶える場所
② 施設で気軽に滞在でき、行ったついでに「まちなか」を利用し、バスなどの交通機関の待ち時間
に利用できる場所
具体的なアイデア
① 広場・フリースペース ② 文化ホール ③ コンベンション ④ 商業店舗 ⑤ 会議室
⑥ その他（人流を促すための市役所機能の併設、災害時における街なかでの一時避難場所機
能、図書機能、フリーワークスペース、バスの待合・ターミナル機能、広い駐車スペース）

提案２ 立地場所について
・ ＪＲ敷地の活用が可能であれば「駅周辺地区」の立地で良い
・ 本公共施設を中心とした道の駅るもいと今後計画される施設との検証による、船場公園全体の
グランドデザインの検討すること
・ 人口減少を見据え、公共交通体系の整備、都市間、市内、郊外路線バスとの結節機能が集約さ
れた施設整備を検討すること

２



提案３ 運営方法について
・ 民間活力と複合機能の効果が最大限に発揮される運営方法についての協議、官民連携で新た
な施設運営方法を導き出すなど、市民が求める企画運営を遂行できる人材の養成について進め
ること
・ 持続的な運営のために収益を見込める仕組みづくり、民間事業者のアイデアを引き出し、自由
な発想で使う・使わせ方を考え実現できる施設運営の視点を持つこと

３ 留萌商工会議所の「留萌市経済活性化案」を受理
留萌地域を代表する総合経済団体である留萌商工会議所が、留萌地域に誘導した消費行動
の地域循環、地域経済全体の底上げ、地域の価値拡大を目指すため、ＪＲ留萌駅周辺跡地や
道の駅るもい、周辺に関わる構想概念や機能概要をとりまとめた提案書

３



整備の方向性の確認 Ｒ５～６年度（現在）

庁舎機能全部または一部の機能移転について

・ 分散化を最小限に留めるとして、本庁舎、分庁舎、東西分庁舎機能を移転の方向へ
・ スポーツセンターについては延命策の検討などから今後とする

新組織の設置

・ 複合施設整備に関する組織「複合施設推進室」を設置
・ 必要な機能が入り、複合的に相乗効果を生む新たな公共施設の整備を基本的な
方向として整理し、基本構想の作成を進める
・ はーとふるを除く行政機能の移転と大ホールとコンベンション・ホール、公民館機
能を移転

４



１ 市民に開かれた、市民目線を重視し、ひとにやさしい施設

２ 市民を守る防災拠点としての施設

３ 環境にやさしい施設

４ 機能性・効率性を重視した施設

５ まちづくりに貢献する施設

６ 市民から愛され、様々な人びとが集まる施設

５



令和６～７年度 「留萌市新交流複合施設整備基本計画」策定

令和７～８年度 「基本設計」策定

令和８年度以降 「実施設計」策定 「建設工事」「外構工事」「供用開始」

問い合わせ 都市環境部複合施設推進室
☏５６－４７０８ 内線３８２

６



水道ポータルサイト導入事業

使用者

これから（令和７年度中の導入予定）

これまで（現在の流れ）

メーター検針 水道事業
水道ポータル

サイト
検針情報

使用者 メーター検針 水道事業 検針情報

メータ－本体

メータ－本体

スマートメータ－

検針員が目視検針

料金システム

料金システム
検針票（検針員配布）

web明細(スマホなど)

1

検針員をスマートメーターに置き換え

検針票(紙)をweb明細に置き換え



2

水道ポータルサイト導入事業

料金履歴や水使用量がスマホやパソコンで確認できる。

スマートメーターとの連携で、漏水の早期発見。【設置済の箇所のみ】

水道事業からの各種お知らせ（工事・断水…）など、情報受信が早くなる。

導入メリット（使用者）

導入メリット（水道事業）

検針票作成と発送のコスト削減。

使用者への各種お知らせ（工事・断水情報など）の迅速化。

検針票のWeb明細切替による、紙資源の削減。



留萌市教育委員会

留萌高校の間口維持・確保

～高校卒業までは 家族とともに 過ごしてもらえる環境を～



H6
(1994)

H16
(2004)

H26
(2014)

R6
(2024)

高校生 １,498人 913人 664人 438人
【参考】住基人口 30,724人 27,660人 23,023人 18,383人
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１市内高校生・生徒数の推移

※住民基本台帳人口：H6,H16,H26は各年9月末現在、R6は7月末現在の数値



2

（２）令和５年度 中卒者の進路動向（留萌市･増毛町･小平町）

２留萌高校への進学状況

（１）令和６年度 学級・生徒数【令和６年４月１日時点】

学年 普通科 電気・建築科 情報ビジネス科 合 計

１学年 ３学級 １１３人 １学級 ２１人 １学級 １５人 ５学級 １４９人

２学年 ４学級 １２２人 １学級 １０人 １学級 １０人 ６学級 １４２人

３学年 ４学級 １２２人 １学級 １３人 １学級 １２人 ６学級 １４７人

合計 11学級 ３５７人 ３学級 ４４人 ３学級 ３７人 17学級 ４３８人

留萌市
増毛町･小平町
（旧留萌第1学区）

R6.3月中卒者171人

留萌高校 140人
苫前商業 3人
遠別農業 3人

札幌市･旭川市

道央･道外(公立･私立)など 25人
※通信制・特別支援学校含む

留萌学区

学区外



3

２留萌高校への進学状況

（３）留萌高校への進学率（前年度との比較）

Ｒ６年度の市内中学校２校の留萌高校への進学率は、前年度と

比較し、留萌中が８.４ポイント、港南中が２０.８ポイント
伸びており、また、留萌南部１市２町の４校合わせた進学率に

ついても前年度と比較し１０.８ポイント伸びています。



道立高校では、原則家庭で1人1台端末を用意する必要がありますが
留萌市ではR３年度に５１０台を購入し、R４年度から全生徒に貸与し
ています。
・「GIGAスクール構想」学習用端末
（シャープ DynaBook Chromebook） 20,084千円

・学習教材プログラム（数学） 2,535千円
■対象者全生徒（普通科、電気･建築科、情報ビジネス科）

３ 市からの留萌高校に対する支援

1人1台端末等の整備 ２２,６１９千円R3

学習用教材プログラムの導入 Ｒ６ ５,０１６千円R4～

ＡＩにより生徒１人ひとりの理解度に応じた出題を行うことで、
生徒の学力の定着を目指す学習教材プログラム（河合塾の「tokuMo」
（トクモ））導入に係る利用料を補助しています。
■対象者 全生徒（普通科、電気・建築科、情報ビジネス科）
■教 科 国語、数学、英語、理科、歴史、情報

【Ｒ６ １３,２８４千円】

4



学力向上事業R4～

➊スタディーサポート 1,405千円

ベネッセが提供している学力診断テストで、幅広い出題範囲を
カバーし、現時点での学力の弱点や勉強方法の改善点を特定する
ため、その費用を助成しています。
■対象者 普通科の１・２年生（年２回）
■教 科 国語、数学、英語

基礎学力の確実な習得と学習意欲の喚起を図るため、文科省が
認定する民間試験に対する費用を助成しています。
■対象者 電気・建築科、情報ビジネス科の１・２年生（年１回）
■教 科 国語、数学、英語

➋高校生のための学びの基礎力診断 121千円

5

Ｒ６ １,５２６千円

３ 市からの留萌高校に対する支援



進路実現向上事業 Ｒ６ ６,７４２千円R4～

・模擬試験受講料補助金（全統共通テスト、看護模試、ベネッセ
総合学力テスト、公務員模試など）

・検定受講料補助金（漢字能力検定、英語検定、数学検定、簿記
能力検定、ビジネス計算・文書実務検定、情報処理検定、第二種
電気工事試験、建築技能検定、危険物取扱試験など）

・GTECアセスメント版Speakingテスト(英語力を測定できる検定）

➊模擬試験・各種検定の受験料への補助 4,839千円

・保護者向け進路説明会（年１回）
・３年生向け進路講話、２年生向け進路ガイダンス(年１回)
■対象者 普通科

・大学進学希望者オンライン特別講義
■対象者 普通科（進学希望者）

➋河合塾との連携事業 1,356千円

6

３ 市からの留萌高校に対する支援



進路実現向上事業 Ｒ６ ６,７４２千円R4～

7

３ 市からの留萌高校に対する支援

➌ＪＡＬマナーセミナー 354千円

➍オープンキャンパス参加支援【新規】 193千円

日本航空株式会社の客室乗務員を講師に招聘し
マナーや接客などのノウハウをレクチャーして
いただきます。
■対象者 普通科、電気・建築科、情報ビジネス科の３年生（年１回）

大学におけるオープンキャンパスへの参加希望生徒に対する
バス借上料を支援します。（Ｒ６は北海道大学へ参加）
■対象者 大学進学希望者（年１回）



『再生可能エネルギーに対応できる人材育成』

４ 間口の維持・確保に向けて

8

留萌市学生移住応援助成金により、現在、卓球５人
（３年１人、２年４人）、クロスカントリー６人（３年２人、
２年１人、１年３人）、勉学１人（3年）の計12人を受入れ
家賃助成等を実施しています。
※中学生３名（卓球）も受入れしています。

『卓球・クロカンなどの越境入学生の受入 』

重要港湾を有する地域特性を生かし、大水深を有する港
湾施設などの産業インフラを結び付け、風車建設関連
分野やメンテナンス産業の拠点としてもポテンシャルが
高いことから、保守点検管理に従事する人材確保を見据え
て、地元留萌高校の重要性が高まっています。

市

市
経済界



５ 留萌高校における取組

9

『大学進学強化に向けた取組』
【これまでの取組】
・進学ガイダンス
・「物理」選択者のクラス⇒理系国立大学等を目指す生徒集団形成
・進路講習による学力向上（長期休業および平日）
・面接・小論文指導 など

【これからの取組】
・単位制の趣旨を生かした学習指導体制
・普通科の中でも、進学希望者には７時間授業を実施
・英語・数学の習熟度別少人数指導による基礎学力の向上
・全生徒・保護者対象とした進学ガイダンスによる早期の進路意識
の醸成 など

留高



６ 国公立大学への進学状況

10２年連続（Ｒ５、Ｒ６）北大合格者を輩出

国公立大学の主な合格先
（過去５年間）

■道内
・北海道大学（法学部･総合理系）
・小樽商科大学（商学部）
・旭川医科大大学
（医学部医学科、看護学科）

・札幌市立大学（看護学部）
・北海道教育大学
・千歳科学技術大学（理工学部）
・室蘭工業大学
（理工学部、創造工学科）

・旭川市立大学
（経済学部･看護学部）

・北見工業大学
（工学部･地球環境工学科）

・名寄市立大学（保健福祉学部）
・公立はこだて未来大学
（システム学部）

■道外
・東北大学（法学部）
・埼玉大学（経済学部、工学部）
・都留文科大学（教養学部）
・弘前大学（理工学部）



６ 国公立大学への進学状況

11



６ 国公立大学への進学状況

12



令和６年度第１回まちづくり懇談会

第２部 質疑応答

「１問１答形式」により
ご質問等がある方は、挙手願います



本日は
ありがとうございました

アンケートのご回答にご協力をお願いします


	d660187e183782c450c3fac1303d3f3841018d6cdcf76fdf78cfae4568c33c87.pdf
	3895add72c4f11413ffd1d1a45242acd9529e4082c70b9bbdf9745e34122482a.pdf
	PowerPoint プレゼンテーション

	PowerPoint プレゼンテーション
	3895add72c4f11413ffd1d1a45242acd9529e4082c70b9bbdf9745e34122482a.pdf
	PowerPoint プレゼンテーション


	d660187e183782c450c3fac1303d3f3841018d6cdcf76fdf78cfae4568c33c87.pdf

